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本研究では土星リングの円環構造の起源と考えられている粘性過不安定の性質を調べる
ために、リング粒子の自己重力と直接衝突を考慮した局所系N体数値計算を行った。これ
までの結果 (過不安定によると考えられている縦縞構造の形成、構造形成に伴う速度分散
の増加、自己重力を考慮した場合の縦縞構造の典型的なスケールの存在の示唆)に加えて、
以下の結果が得られた。

• 過不安定が起きる条件を調べるために、さまざまなリングパラメータ (optical depth

τ , 粒子物質お密度 ρ, 反発係数)を用いて数値計算を行った。現在の ρの範囲では、
τ > 0.8で過不安定が発生することを示した。

• 過不安定の発生により速度分散は増加するが、粘性の値は大きく増加しない。過不
安定が起きない場合は、非ローカル粘性が卓越することが知らせているが、過不安
定が起きている状況では、ローカル粘性の変動が大きくなり、非ローカル粘性の絶
対値より大きくなる。

• 過不安定を示す指標である β = d log ν/d log τ の値を求めた。過不安定前では β ∼ 1

で、不安定が起きると β ∼ 2となった。

• 過不安定による構造形成が起きている状況で速度空間上の分布をみると、粒子分布
はドーナツのような形をしていることがわかった。

過不安定による構造形成の解明のためには、その中で個々の粒子がどのように振る舞っ
ているのかをより詳細に調べる必要がある。これまでの計算結果を元にさらなる解析を進
める予定である。


